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アウトライン

サイバーフィジカル情報の応用研究拠点

– Cypher

おかやまＡＩ・セキュアＩｏＴ共創コンソーシアム

– OASIS

おかやまＩｏＴ・ＡＩ・セキュリティ講座



サイバーフィジカル情報の応用研究拠点

Cyber-physical Engineering Informatics 
Research core 

• 専任教員：教授２名
• 兼任教員：１３名



何故、サイバーフィジカル情報か？
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•データの世界

Bigdata 2.0

Bigdata 1.0

AI，Bigdata，IoTに象徴される最新技術は、データの収集と活用が全て。
サイバーフィジカル情報とは、多様なデータソースの活用を意図。
岡山大学では多様な分野でデータを収集し、応用研究を遂行中。
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OASIS

おかやまIoT・AI・セキュリティ講座



具体的な活動

• 研究内容の共有

– 研究情報の収集

– 登録者数：４７名（2020.11.30現在）

• 学内研究会

– 各研究科からの研究紹介

– 毎月１回

• 公開シンポジウム・セミナー

– Cypherの活動をアピールするシンポジウム

– 外部講師を招いたＡＩ関連のセミナ

• 研究活動支援

– 研究費支援：50万円

– 応募43件，採択7件
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